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タールとアフリカに次いで大きかったが、二〇〇〇～二〇〇五年 は四五〇万ヘクタールとアフリカを超えた。減少率で見ると〇 ・四六％から〇 ・ 一％へと上昇した。世界全体の森林減少は一九九〇年代から二〇〇〇年代に減速したが、ラテンアメリカでは加速した。二 〇年代では世界の森林減少の六 ％がラテンアメリカで生じている（表１） 。
　ラテンアメリカ域内を見ると、中央アメ




1990 2000 2005 1990-2000 2000-2005 1990-2000 2000-2005
メキシコ 69,016 65,540 64,238 -348 -0.5 -260 -0.4
中央アメリカ＊ 27,639 23,837 22,411 -380 -285 -1.47 -1.23
　エルサルバドル 375 324 298 -5 -1.5 -5 -1.7
　ホンジュラス 7,385 5,430 4,648 -196 -3.0 -156 -3.1
カリブ 5,350 5,706 5,974 36 54 0.65 0.92
南アメリカ 890,818 852,796 831,540 -3,802 -4,251 -0.44 -0.5
　ボリビア 62,795 60,091 58,740 -270 -270 -0.4 -0.5
　ブラジル 520,027 493,213 477,698 -2,681 -3,103 -0.5 -0.6
世界 4,077,291 3,988,610 3,952,025 -8,868 -7,317 -0.22 -0.18














え大豆が森林破壊の重要な原因となっている。牧畜、大豆栽培はセラードから熱帯林の奥深くに侵入しつつある。内陸での農業は生産物の輸送というボトルネックをもつが、道路、水路網の整備はそれを解消し、開発のフロンティアをさらに奥地に広げている。エタノール需要 よって急成長しているサトウキビ栽培は、 マゾンでは現段階ではほとんどなされていないが エタノール工場も設立され、今後は栽培 増加するものと予想される。しかし、エタノールの影響で重要なのは、こうした直接的なものではなく、サンパウロ州などでのサトウキビ畑 拡大が玉突き ように大豆栽培牧畜などをアマゾンに押し出す間接的な影響である。国際的な 豆、エタノール需要がアマゾンに新たな脅威をもたらしていのである。
　法定アマゾンの森林破壊は、近年そのス











減少は温暖化に拍車をかける。●温暖化 ア デス 氷河を溶解
させる
　ラテンアメリカは豊富な水資源をもつが、
農業などの経済活動によって減少しつつある。重要な水源である氷河も溶解 よって失われつつある。こうした水資源の も、海外の農産物需要、地球 化に大きく影響を受けている。
　ラテンアメリカの淡水資源は世界の約
三〇％を占めているが、現実には地域的なアンバランスが存在する。南アメリカは河川が多く豊かな水資源をも とりわけブラジルには地域の淡水の四〇％が存在する。他方でメキシコ、ペルーを中心に広大 砂漠が存在する。砂漠はラテンアメリカの六％を占める。また、カリブ の小国は天水に依存する割合が高く、水資源は豊かではない。ラテンアメリカの水資源問題はこうした自然条件によるものだけで ない。灌漑による地表、地下水の減少、そして急
激な都市化による大都市における水不足、水汚染の問題が り深刻である。熱帯雨林は大量の水資源をもつが、森林破壊によって降雨量が減少する傾向にある。
　今後深刻化が懸念され















































（出所）Center for Research on the Epidemiology of Desasters（CRED）,
 Emergency Disasters Data Bank.
2 ―アジ研ワールド・トレンドNo.60（2009. ）
は深刻である。 氷河は大量の水を蓄え、 人々に飲料水、農業用水、電力を提供してきた。氷河の溶解は、人々から飲料水を奪い、農業を困難にする。大量な を使用する輸出向け農業へ 影響も大きい アンデス諸国では鉱 が重要な産業であるが、 洗鉱の水を提供している。この地域ではまた氷河は水力発電の 水源 氷河の溶解はこうした経済活動を脅かし、人々の生活と生命を危うくする。氷河の溶解はまた水をめぐる争い 激化させる危険をもつ。●増加する自然災害 地球温暖化
の影響か
　ラテンアメリカは多様な自然災害に晒さ




は、この地域の開発の継続を難しいものにする。中米を中心とするラテンアメリカでの森林破壊、水の枯渇、土壌の劣化は、米国など輸出向けの野菜、果物、穀物、食肉、切花の生産を困難にする。世界最大 淡水資源をもつアマゾンの水循環は、その南に位置するブラジル南部 アルゼンチンとも関わっている。アマゾンで森林破壊が進むと、ブラジルの穀倉地帯に変貌を遂げた中央高原のセラード、伝統的な農業地帯である南東部と南部、さらにアルゼンチン北部など広範な地域で、降水量が減少する。他方で、地球温暖化の影響で海水温が上昇し、大西洋からの湿潤な大気が大量に流入すると、それらの 域で降水量を増やす要因となる。その結果、降水量はときに極端 少なくときに極端に多くなる。こうした降雨量の変動は、ブラジルとその隣国 農業に収穫の減少 不安定をもたらす危険がある。
　中国など新興国での食糧需要が増加し、
他方で地球上の農業適地が減少する かで、ラテンアメリカは世界の食糧庫として注目されている。しかし、環境破壊 進めばそうした期待は幻想に終わるかもし ない。二〇〇八年に世界は食糧危機、エネルギー危機を経験 。それは貧困国、貧困層を飢餓、貧困へと追いやった。大量 資金を
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